
令和元年１０月期 学長記者懇談会 

 

１．日 時：令和元年１０月２４日（木） １４：００～１５：００ 
 

２．場 所：大学本部棟 ２階 第二会議室 
 

３．懇談事項等 

① 教職大学院の厚生労働省「専門実践教育訓練指定講座」指定について・・・・資料１ 

                    （説明者：教育学研究科 吉田 安規良 教授） 

 

② 産学連携による SDGｓカードゲーム体験会の開催について・・・・・・・・・資料２ 

             （説明者：国際地域創造学部 平野 典男 教授） 

 

③ 令和元年度沖縄バリアフリーキャンパス研究会の開催について・・・・・・・資料３ 

          （説明者：障がい学生支援室 古川 卓 室長） 

 

④ 台湾協定校・琉球大学連絡会の開催について・・・・・・・・・・・・・・・資料４ 

    （説明者：鈴木 直 総合企画戦略部 国際連携推進課長） 

 

⑤ 附属図書館・博物館による中城村での企画展について ・・・・・・・・・・資料５ 

（説明者：佐藤 秀 附属図書館 情報サービス課長） 

 

⑥ 第６回琉球大学ホームカミングデーの開催について・・・・・・・・・・・・資料６ 

（説明者：湧川 均 総務部総務課長） 

 

⑦ 地域公共人材の資格制度「初級地域公共政策士」資格プログラムの開講について 

・・・・・資料７ 

          （説明者：地域連携推進機構 地域連携企画室 畑中 寛 特命准教授） 

 

⑧「水の環でつなげる南の島のくらし」プロジェクトのサイエンスアゴラへの出展に 

ついて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料８ 

             （説明者：研究推進機構 研究企画室 押海 圭一 主任 URA) 

 

⑨ 日本経済新聞社による大学の「地域貢献度」調査結果について・・・・・・・資料９ 

（説明者：牛窪 潔 理事・副学長） 

 

４．出席者：（予定） 

西田学長、牛窪理事・副学長(地域・社会連携担当)、吉田教育学研究科教授、平野

国際地域創造学部教授、古川障がい学生支援室長、鈴木国際連携推進課長、佐藤情

報サービス課長、湧川総務部総務課長、畑中地域連携企画室特命准教授、押海研究

企画室主任 URA、大嶺国際地域創造学部総務係長、松村障がい学生支援室員、冨田附

属図書館保存公開係長、知花総務部総務課総務係長、金城地域連携推進課長、金城

地域連携推進課企画係主任、高橋人文社会学部准教授、久保人文社会学部准教授、

Razafindrabe 農学部准教授、安元農学部助教、金城企画調整役（広報担当） 
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産学連携による SDGs カードゲーム体験会の開催について 
 
 

 琉球大学国際地域創造学部では、この度 OTS サービス経営研究所の協力を得て、講義科目「観光とサ

ステナビリティ」において、1 年次学生を対象に、2030SDGs カードゲームの体験会を実施する。 
 SDGs（Sustainable Development Goals；持続可能な開発目標）とは，2015 年 9 月の国連サミットにおい

て採択された，2030 年までの国際開発目標のことで、「Leave no one behind（誰一人取り残さない）」

という考えのもと、深刻化する環境や貧困の問題をはじめとする地球規模の課題に全世界が取り組むこ

とによって、より良い国際社会の実現を目指すものである。琉球大学は、その趣旨に深く賛同し、本年 6
月には、SDGs の達成に貢献する活動に取り組み、様々なパートナーと積極的に連携し、持続可能な社会

の実現に向けて行動する旨を学長メッセージとして発信しており、その達成に向けて、学生と教職員が

一体となって環境と社会の持続可能性に配慮した教育・研究・社会貢献及びキャンパスマネジメント活

動を行っている。 

 「観光とサステナビリティ」は、国際地域創造学部の 1 年次学生を対象とした講義科目（本年度の受

講者：102 名）で、初学者に、持続可能な観光や SDGs、ESG（環境・社会・ガバナンスにより企業を評

価しようとする考え方）等についての基本的かつ本質的概念の理解を深めることを目標としている。 

今回、本講義において 2030SDGs カードゲームを実施することには、学生がゲームを通じて、能動的に

学修することにより、より深く SDGs の本質を理解してもらう狙いがある。2030SDGs カードゲームは、

現在から 2030年までに SDGsの 17の目標を達成するためのプロセスを楽しく体験できる日本発のカード

ゲームであり、国際連合本部を始め、自治体、企業、団体、学校などでも幅広く体験会が開催されてい

る。近年は、沖縄県内においても、県庁や各種団体、企業などで体験会が開催されているが、大学で 100

人規模の学生を対象に実施するのは県内初めての試みである。 

今回の体験会の開催に当たっては、沖縄ツーリスト株式会社及び OTS サービス経営研究所の全面協力

をいただき、SDGs カードゲーム公認ファシリテ―ターの金城弘毅氏をお招きして、下記のとおり実施す

る。 

 

記 

 

開催日時     2019 年 11 月 9 日 10：00-13：00（1 回目）、14：00-17：00（2 回目） 

    （各回約 50 名づつ、2 回に分けて開催） 

場所       琉球大学附属図書館本館 2 階 ラーニングコモンズ 

ファシリテ―ター 金城 弘毅（OTS サービス経営研究所 クリエイティブセッション課次長） 

 

問合せ先 琉球大学国際地域創造学部 平野典男 

 hirano@tm.u-ryukyu.ac.jp  098-895-8844 

                         

 

以上 
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産学連携によるSDGsゲームの開催について

2019.10.24
国際地域創造学部 平野典男
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要旨

• 沖縄ツーリスト、OTSサービス経営研究所の協力を得て、
国際地域創造学部*の講義科目「観光とサステナビリ
ティ」で、1年次学生を対象に2030SDGsカードゲームを
実施する。

• 学生がゲームを通じて、能動的に学修することにより、よ
り深くSDGsの本質を理解してもらう点に狙いがある。

• 大学で100人規模の学生を対象に実施するのは県内初
めての試みである。

*グローバルな視野を持ち、産業、地域および文化の振興と多様
化する地域課題の解決を担う実践的な能力を有する人材の育成
を目標に、2018年4月に設立された。



持続可能な開発目標（S D Gｓ）

持続可能な開発目標（ Sustainable Development Goals）
持続可能な開発のための17のグローバル目標と
169のターゲット(達成基準)からなる国連の開発目標。



グローバル目標（１７項目）



琉球大学の取り組み

本学は、建学の精神である自由平等・寛容平和を継承・発展させた3つ
の基本理念、すなわち「真理の探究」「地域・国際社会への貢献」「平和・
共生の追求」のもと、「地域と共に豊かな未来社会をデザインする大学」で
ありたいと願っています。

2015年9月の国連サミットにおいて採択された「持続可能な発展のため
の2030アジェンダ」に記載された持続可能な開発目標（Sustainable 
Development Goals; SDGs）は、「Leave no one behind（誰一人取り残さな
い）」という考えのもと、深刻化する環境や貧困の問題をはじめとする地球
規模の課題に全世界が取り組むことによって、より良い国際社会の実現を
目指すもので、本学もその趣旨に深く賛同するものです。

本学は、SDGsの達成に貢献する活動に取り組み、様々なパートナーと
積極的に連携し、持続可能な社会の実現に向けて行動します。

2019年6月
国立大学法人琉球大学

学長 西田 睦



観光とサステナビリティ

• 国際地域創造学部 1年次対象科目

• 受講者 102名

• 持続可能な開発やその下位概念である持続可能な観光、
SDGｓ等に関する基本的な概念を理解させる。

• 持続可能な観光の実現のためには、環境、経済、地域社会
の適切なバランスを保つことが重要であることを具体的な事
例を以て示す。

• グループディスカッション、ワークシートによる作業など、学生
が主体的に関わり、対話的な要素と深い学びを追究するアク
ティブラーニングの方法を取り入れている。



2 0 3 0 S D Gｓゲーム

• SDGsの17の目標を達成するためのプロセスを楽しく体
験できる日本発（一般社団法人イマコラボが開発）の
カードゲーム。

• 異なる価値観をもった参加者が、時間とお金を使って、
プロジェクトを実行すると、世界の状況（経済・社会・環
境）が刻々と変化し、2030年の社会があらわれてくる。

• ゲームを通じて、経済、環境、社会のつながりの大切さ
に気付き、SDGｓがなぜ必要なのか理解できる。



開催内容の詳細

開催日時
2019年11月9日10：00-13：00（１回目）

14：00-17：00（2回目）
（約50名づつ、２回に分けて開催）

場所
琉球大学図書館ラーニングコモンズ

公認ファシリテ―ター
金城 弘毅

OTSサービス経営研究所クリエイティブセッション課次長
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                                                     令和元年 10 月 9 日 

                                                    琉 球 大 学 

 
台湾協定校・琉球大学連絡会の開催について 

 
【旅 程】令和元年９月２８日（土） 

【目 的】 

今回の台湾訪問は、台湾協定校・琉球大学連絡会を開催し、よりクリエイティブな教育交流の実現に向

けた教員間の交流を促進することを目的としたものである。 

【本学参加者】 

喜納 育江学長補佐（ダイバーシティ担当）、国際地域創造学部教授 

金城 ひろみ 台北サテライトオフィス部会長、人文社会学部准教授 

王  怡人 台北サテライトオフィス部会員、国際地域創造学部教授 

大内  元 台北サテライトオフィス部会員、医学部附属病院 特命講師 

武田 昌則 台北サテライトオフィス部会員、法務研究科教授 

鈴木  直 国際連携推進課長 

幸野 友子 国際連携推進課課長代理 

早野 育子 国際連携推進課国際連携推進係長 

許翼軒（シュ イシュエン）  台北サテライトオフィススタッフ 

 

【参加大学】 

大学間交流協定校（以下８大学） 

（国立台湾海洋大学、東海大学、国立澎湖科技大学、開南大学、台北城市科技大学、中国文化大学、

国立東華大学、東呉大学、逢甲大学） 

部局間交流協定校（以下３大学） 

（国立雲林科技大学、文藻外語大学、国立金門大学） 

協定締結を希望している大学 

（静宜大学） 

 
本学は、台湾との学術交流を積極的に推進しており、本学における国・地域別での協定校数では最多

となる。また、台湾と沖縄は、地理的、気候的、文化的に近く、本学にとって台湾は重要な国際交流拠点

地域の 1 つであることから、相互の関係を強固にすることは、今後の更なる大学間交流の発展に不可欠で

ある。こうしたビジョンのもと、９月２８日（土）台北市 集思台大會議中心において、台湾協定校・琉球大学

連絡会を開催した。 

本連絡会には、協定校１１校、及び協定締結を希望している大学１校、総勢３５名の参加があり、第１部

では、「よりクリエイティブな教育交流の実現に向けた教員間の交流」というテーマのもと、本学の紹介、本

学各教員の紹介、及び各協定校の紹介のプレゼンテーションを行い、第２部では自由懇談を行った。 

本連絡会を開催したことにより、各協定校関係教職員の本学への理解が深まり、また本学台北サテライ

トオフィス部会委員の各協定校への理解が深まった。さらに、本学教職員と協定校教職員が懇談すること

により、よりクリエイティブな教育交流の実現に向け、有益な意見交換をすることができた。 

加えて、今回の台湾訪問により、静宜大学との交流協定締結に向けた学術交流等について、また部局

間交流協定を締結している国立金門大学との大学間交流協定締結に向けた学術交流等について、確認

された。 
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【台湾協定校・琉球大学連絡会】参加者との記念撮影 【台湾協定校・琉球大学連絡会】大学紹介等に聞き入る参加者 

【台湾協定校・琉球大学連絡会】喜納育江学長補佐 教育・研究紹介 【台湾協定校・琉球大学連絡会】金城ひろみ准教授 教育・研究紹介 

【台湾協定校・琉球大学連絡会】王怡人教授 教育・研究紹介 【台湾協定校・琉球大学連絡会】大内元特命講師 教育・研究紹介 

【台湾協定校・琉球大学連絡会】武田昌則教授 教育・研究紹介 【台湾協定校・琉球大学連絡会】鈴木直国際連携推進課長挨拶 
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【台湾協定校・琉球大学連絡会】自由懇談 
【台湾協定校・琉球大学連絡会】 

本学卒業生、元交換留学生、サテライトオフィススタッフ 
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